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    ノートルダム清心学園清心女子高等学校のＳＳＨ研究開発事業は、指定の３年目を迎え、

積み重ねてきた研究成果が少しずつ現われ始め、校内に活気が見られるようになりました。 

 

「女性の科学技術分野での活躍を支援できる教育モデルの構築」という課題に即した研究

と実践に対して、生徒たちは積極的に取り組む姿勢を見せるようになりました。特に、昨

年夏、横浜で行われた「科学の甲子園」といわれる全国ＳＳＨ生徒研究発表会で科学技術科学技術科学技術科学技術

振興機構理事長賞振興機構理事長賞振興機構理事長賞振興機構理事長賞を受賞し、高い評価を得たことは、研究に直接携わった生徒たちのみな

らず、校内全員の大きな喜びとなり、励ましとなりました。 

 

 今年度新たな取り組みとして「国際性の向上」を取り入れ、国際的な研究の場において

も力が発揮できる生徒の育成を目指しました。長年にわたり力をそそぎ、成果を挙げてき

た英語教育を科学的な分野でも生かすよう研究し、科学英語の学習や、英語による講義を

実施し、英語による質疑応答を経験する機会を得ました。また、今年度末に実施する第３

回｢ボルネオ研修旅行｣では、国立サバ大学（マレーシア）での研究発表をする計画です。 

 

 今後の課題の一つとして、研究成果の地域への普及があります。清心女子高等学校は、

倉敷市二子という田園地域にあります。生徒たちが学んだこと、得た知識などを紹介する

機会を設けて理解を得ると同時に、生徒たちが自身で自分たちの研究が真に生きているも

のであることを実感する機会を設けなければならないと考えています。また、校内におい

ては、教職員全体が、広い視野と研究心を持ち、生徒と共に伸びるＳＳＨであるよう願っ

ています。 

 

 この間、指導助言に当たってくださいました運営指導委員の先生方、また、派遣元であ

る諸大学、文部科学省、科学技術振興機構（ＪＳＴ）の皆様に厚く御礼を申しあげます。 
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